
当社は、食から防衛まで、さまざまな日常生活の用途に貢献し、 「部品の原型」 
として使用される 「木型」 の製造を行っております。 
今般、国連が定めた「持続可能な開発目標 SDGs」の趣旨に賛同し、当社の
事業を通じて持続可能な社会の実現を目指して、下記の取り組みを実施してい
くことを宣言します。 

宣言日 

宣言者 

2023年11月1日 

有限会社 ティーズモデル 
代表取締役  松田  忠勝 

重点的な取組テーマ 取組内容 関連するゴール 

技術の継承 

 ものづくりのスタート・部品製作の原点の
役割を担う「木型」の製造について、伝
統と革新を融合した技術力の高い職人
の育成に努めます。 

 21世紀の製造業者として、大企業に負
けない職場環境づくりに努めます。 

３Rの推進 
(ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ) 

 「木型」製造時に発生する端材について、
発砲スチロールは結合・木材屑は堆肥
化による再利用に努めます。 

 納品済み「木型」の引き取りを加速させ、
削り直しや再作成により新たな製品を生
み出し3Rの推進に努めます。 

質の高いサービスの 
提供 

 面取りや納品前の現物確認の徹底によ
り、万一の事故防止に貢献します。 

 納品後の加工が容易に行える 「木型」
製造に取り組み、汎用性も備えた安心・
安全な製品の提供に努めます。 

SDGs(Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標)は2015年に国連サ
ミットで採択された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。 
17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない(leave no one 
behind)を誓い、国、地方自治体、企業、市民すべてに行動が求められています。 


